
7.1

下図に示すように、断面積A、単位体積重量γg、ヤング係数E、長さlの一端固定の
棒のひずみエネルギーを次の場合について求めよ。

(1) 自重のみによるひずみエネルギー

(2) 先端Aに集中荷重Pが作用するとき、
Pのみによるひずみエネルギー

(3) 先端Aの荷重Pと自重によるひずみエネルギー

解

全ひずみエネルギーは以下の式で求めることができる。
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(1) X座標を鉛直下向きにとると
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(2)集中荷重Pによる軸力Nは

であるので
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(3)同様に

であるので
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7.2

下図に示す単純ばりに等分布荷重pが作用するとき、はりに蓄えられる
ひずみエネルギーを求めよ。

解

まず、全体のつり合いを考える。

なので

となる。
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次にA-B間の断面力を求める。
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